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一
　
は
じ
め
に

　
江
戸
時
代
の
祐
天
上
人
・
徳
本
上
人
ら
の
高
僧
は
人
々
に
宗
教
的
側
面
だ
け

で
な
く
、
難
産
な
ど
の
苦
痛
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
拝
復
名
号
を
授
与
す
る
な
ど

数
々
の
現
世
利
益
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
祐
天
上
人
は
福
島

県
磐
城
周
辺
特
有
の
﹁
じ
ゃ
ん
が
ら
念
仏
踊
り
﹂
を
創
案
し
た
と
い
わ
れ
、
そ
の

前
歌
に

　
　
　
　
　
盆
で
ば
米
の
め
し
　
お
つ
け
で
ば
　
茄
子
汁

　
　
　
　
　
十
六
さ
さ
げ
の
よ
ご
し
は
ど
う
だ
い

と
の
句
が
あ
り
、
盆
と
正
月
だ
け
が
米
の
飯
と
茄
子
汁
、
さ
さ
げ
豆
の
胡
麻
和
え

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
農
民
の
生
活
苦
を
象
徴
す
る
言
葉
が
歌
わ
れ
て
い
る
な

ど
、
人
々
の
生
活
に
民
間
宗
教
者
が
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
読
取
れ
る
の
で

あ
る
。

二
　
武
相
の
﹁
相
原
村
﹂
を
め
ぐ
っ
て

　
相
模
・
武
蔵
に
お
け
る
徳
本
の
足
跡
や
念
仏
講
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

西
海
の
﹃
漂
泊
の
聖
た
ち―

箱
根
周
辺
の
木
食
僧―

﹄
︵
岩
田
書
院
　
一
九
九
五
︶

に
、
神
奈
川
県
全
域
に
つ
い
て
一
四
一
基
の
供
養
塔
を
紹
介
し
て
い
る
。
な
か
で

も
平
塚
市
に
は
二
十
二
基
、
相
模
原
市
に
は
十
三
基
と
多
く
が
こ
の
地
域
に
密
集

し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
東
京
都
町
田
市
域
で
は
萩
原
清
高
氏
の

精
緻
な
調
査
報
告
と
念
仏
講
の
実
態
が
、﹃
町
田
地
方
史
研
究
　
第
六
号
﹄
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
報
告
は
石
造
物
そ
の
も
の
の
報
告
で
あ
っ
た

り
、
念
仏
講
の
実
態
に
終
始
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。
そ
こ
で
徳
本
行
者
の
晩

年
、
文
化
十
四
年
︵
一
八
一
七
︶
の
教
化
活
動
を
﹃
徳
本
行
者
全
集
﹄
第
一
巻
の

十
一
月
二
日
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で
の
川
越
・
相
模
教
化
の
う
ち
、
特
に
十
一
月

十
五
日
よ
り
十
八
日
ま
で
の
﹁
武
州
八
王
子
宿
於
大
善
寺
に
化
益
有
之
﹂
の
記
載

に
注
目
し
て
、
こ
の
教
化
活
動
に
馳
せ
参
じ
た
現
在
の
東
京
都
町
田
市
域
、
神
奈

川
県
相
模
原
市
域
の
徳
本
行
者
に
寄
せ
る
思
い
を
、
念
仏
講
と
供
養
塔
の
造
立
傾

向
か
ら
垣
間
見
た
。
そ
こ
で
両
相
原
村
に
着
目
し
た
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き

た
い
。
最
初
は
単
に
こ
の
二
つ
の
相
原
を
、
東
京
都
町
田
市
相
原
、
神
奈
川
県
相

模
原
市
相
原
と
い
う
行
政
上
の
境
界
程
度
に
考
え
て
い
た
が
、
両
地
域
の
徳
本
六

字
名
号
塔
及
び
念
仏
講
に
参
加
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
信
仰
が
境
界
を

越
え
る
と
い
う
確
信
を
得
た
。
さ
ら
に
そ
の
延
長
線
上
で
両
相
原
村
に
お
け
る
近

東
京
家
政
学
院
大
学
紀
要
　
第
四
三
号
　
二
〇
〇
三
年

1
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世
以
降
の
所
領
体
系
の
変
遷
、
同
族
集
団
の
変
遷
﹁
マ
ケ
﹂
、地
縁
集
団
の
変
遷
﹁
ニ

ワ
バ
﹂
と
い
う
諸
集
団
の
錯
綜
が
信
仰
集
団
の
機
能
と
し
て
展
開
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
あ
る
程
度
筆
者
の
調
査
及
び
相
模
原
市
教
育
委
員
会
の
調
査
報
告
書
・

町
田
市
立
博
物
館
の
各
種
報
告
書
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で

当
地
域
の
徳
本
念
仏
講
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
筆
者
は
平
成
十
一
年
四
月
、
町
田
市
相
原
町
坂
下
の
観
音
堂
に
お
い
て
十
二
年

に
一
度
卯
の
年
に
行
わ
れ
る
御
開
帳
行
事
に
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の

際
相
原
地
区
に
も
平
成
十
年
三
月
ま
で
徳
本
念
仏
講
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
古

老
た
ち
よ
り
紹
介
さ
れ
、
講
組
織
は
消
滅
し
た
も
の
の
同
行
的
な
念
仏
の
集
ま
り

は
現
存
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
﹁
関
東
摂
化
講
中
名
號
記
　
巻

二
十
一
﹂
並
び
に
、﹁
同
　
巻
二
十
二
﹂
︵﹃
徳
本
行
者
全
集
﹄
第
二
巻
︶
に
当
該

地
域
の
徳
本
念
仏
講
に
授
与
さ
れ
た
六
字
名
号
の
掛
軸
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
記
載
に
よ
る
と
、
八
王
子
宿
滝
山
大
善
寺
の
教
化
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
滝
山
大
善
寺
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た
六
字
名
号
の
掛
軸

の
う
ち
、
相
原
村
、
現
在
の
町
田
市
相
原
町
並
び
に
相
模
原
市
相
原
の
両
地
域
に

関
係
す
る
も
の
を
抜
き
出
し
て
見
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
一
、
大
幅
名
号
　
講
中
　
百
壱
人
　
　
　
　
相
州
高
座
郡
相
原
村
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
話
人
　
三
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伴
七

　
一
、
大
幅
名
号
　
講
中
　
百
廿
九
人
　
　
　
同
国
同
郡
相
原
村
森
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
話
人
　
八
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
右
衛
門

　
一
、
大
幅
名
号
　
講
中
　
百
五
十
七
人
　
　
武
州
多
摩
郡
相
原
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
話
人
　
安
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
右
衛
門

　
一
、
大
幅
名
号
　
講
中
　
三
百
七
十
九
人
　
同
国
下
相
原
中
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
話
人
　
亀
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
七
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
儀
左
衛
門

　
一
、
大
幅
名
号
　
講
中
　
百
二
十
九
人
　
　
右
同
所
和
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
話
人
　
仁
兵
衛
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
七
　

一
、
大
幅
名
号
　
講
中
　
百
八
人
　
　
　
　
同
中
相
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
話
人
　
平
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
次
郎
　

一
、
中
幅
名
号
　
講
中
　
八
十
五
人
　
　
　
同
上
相
原
大
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
話
人
　
江
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
右
衛
門

　　
資
料
中
に
あ
る
大
幅
名
号
は
、
講
員
数
一
〇
〇
名
以
上
の
場
合
に
授
け
ら
れ
、

講
員
数
五
十
名
か
ら
一
〇
〇
名
ま
で
に
は
中
幅
名
号
、
こ
の
資
料
に
は
な
い
が
、
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講
員
数
五
十
名
以
下
に
は
小
幅
名
号
が
そ
れ
ぞ
れ
授
け
ら
れ
た
。

　
文
化
十
四
年
︵
一
八
一
七
︶
の
徳
本
行
者
の
教
化
活
動
に
よ
っ
て
、
相
原
村
に

お
け
る
徳
本
行
者
へ
の
信
仰
が
か
な
り
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
え
、

滝
山
大
善
寺
の
教
化
に
お
い
て
六
字
名
号
を
受
け
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
年
十
二

月
に
徳
本
行
者
が
江
戸
に
帰
府
し
た
後
に
、
徳
本
行
者
が
逗
留
し
て
い
た
江
戸
小

石
川
一
行
院
︵
現
　
文
京
区
千
石
一―

十
四―

十
一
︶
に
赴
い
て
六
字
名
号
の
授

与
を
受
け
た
記
載
も
見
ら
れ
る
。

一
、
大
幅
名
号
　
講
中
　
百
七
十
壱
人
　
　
相
州
相
原
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
話
人
　
忠
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
右
衛
門
　

　
こ
の
記
載
に
よ
る
と
武
州
相
原
村
に
は
八
百
五
十
八
名
、
相
州
相
原
村
に
は
四

〇
一
名
も
の
講
員
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
相
応
す
る
よ
う
に
町
田
市
相

原
と
相
模
原
市
相
原
に
は
今
日
も
二
基
の
徳
本
六
字
名
号
塔
が
確
認
さ
れ
る
。
以

下
に
そ
の
銘
文
を
紹
介
す
る

　①
町
田
市
相
原
町
　
長
福
禅
寺
境
内
　

　
︵
正
面
︶

　
　
　
南
無
阿
弥
陀
佛
　
徳
本
　
︵
花
押
︶

　
︵
台
座
正
面
︶

　
　
　
當
村
中

　
　
　
　
　
　
︵
自
然
石
　
１
０
０
ｃ
ｍ
︶

　②
相
模
原
市
相
原
　
相
原
十
字
路

　
︵
正
面
︶

　
　
　
南
無
阿
弥
陀
佛
　
徳
本
　
︵
花
押
︶

　
︵
台
座
正
面
︶

　
　
　
當
村
講
中

　
︵
台
座
右
側
面
︶

　
　
　
文
政
卯
歳
︵
欠
︶
月
穀
日

　
　
　
　
　
　
　
︵
自
然
石
　
１
１
０
ｃ
ｍ
︶
　
　
　
　
　

　
①
に
つ
い
て
は
紀
年
銘
が
な
い
が
、
②
の
も
の
と
形
状
が
類
似
し
て
い
る
た
め

恐
ら
く
同
時
期
に
造
立
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
事
例
は
、
単
に
町
田
市
相
原
・
相
模
原
市
相
原
の
両
地

区
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
十
四
年
の
教
化
活
動
に
お
い
て
徳
本
行
者
の
巡

行
経
路
に
沿
っ
た
地
域
に
も
、
信
仰
圏
が
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
が
造
立
さ
れ
た

石
造
物
な
ど
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

三
　
相
模
原
市
域
の
徳
本
教
化
と
六
字
名
号
塔
を
め
ぐ
っ
て

　
前
掲
し
た
よ
う
に
西
海
の
﹃
漂
泊
の
聖
た
ち
﹄
に
よ
る
と
武
蔵
・
相
模
に
お
い

て
造
立
さ
れ
た
徳
本
六
字
名
号
塔
の
う
ち
相
模
原
市
域
に
は
十
三
基
と
平
塚
市
の

二
十
二
基
に
次
い
で
多
い
。
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
に
徳
本
行
者
が
文
化
十
四
年
の
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十
一
月
に
教
化
の
た
め
に
市
域
を
通
過
し
た
こ
と
に
所
以
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
教
化
の
途
中
、
徳
本
行
者
は
相
模
原
市
内
当
麻
の
地
に
伽
藍
を
よ
う
す
る
時
宗

の
総
本
山
格
の
当
麻
山
無
量
光
寺
で
教
化
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
経
緯
が
﹃
徳
本

行
者
全
集
﹄
一
巻
の
﹁
関
東
摂
化
蓮
華
勝
会
　
巻
九
﹂
に

霜
月
十
九
日
大
善
寺
を
出
立
し
、
相
模
国
江
と
志
さ
す
、
折
か
ら
雨
降
寒
気
も
つ

よ
く
未
夜
深
に
侍
り
し
か
と
も
、
老
若
男
女
名
残
り
を
お
し
ミ
群
集
す
る
事
夥
敷
、

手
に
挑
釘
う
ち
か
ゝ
け
て
御
駕
の
前
後
に
附
し
と
ふ
に
、
五
七
丁
ハ
打
さ
ゝ
え
透

間
も
な
く
打
か
こ
ミ
、
高
て
う
ち
ん
数
十
張
前
後
左
右
に
打
立
て
、
称
名
の
声
も

い
と
高
く
誠
に
有
か
た
き
事
に
な
ん
侍
り
ぬ
、
程
な
く
扱
山
の
峠
を
越
へ
て
橋
本

の
里
な
り
し
瑞
光
寺
と
云
へ
る
禅
寺
に
て
暫
く
休
足
致
し
ぬ
、
諸
人
群
集
す
る
事

夥
し
、
程
な
く
爰
を
立
て
当
麻
の
里
と
か
や
無
量
光
寺
と
て
一
遍
上
人
の
流
れ
の

寺
あ
り
、
此
寺
に
て
斎
を
致
し
ぬ
、
寺
主
大
ひ
に
帰
依
致
さ
れ
化
益
の
義
願
ひ
申

さ
れ
け
る
故
、
斎
後
於
本
堂
一
座
の
化
益
有
り
け
り
、
本
堂
ハ
云
ふ
に
及
ハ
ず
、

境
内
堂
外
迄
遠
近
の
男
女
群
集
し
、
然
ル
ニ
折
悪
敷
雪
降
り
来
り
寒
気
も
一
入
強

く
な
り
し
か
と
も
、
本
堂
勿
論
の
事
堂
外
の
輩
迄
一
人
も
帰
る
も
の
な
く
、
頭
に

雪
を
頂
き
な
か
ら
静
ま
り
返
り
て
聴
受
し
け
る
、
誠
ニ
有
か
た
き
事
な
り
け
る
、

斯
而
勧
誡
も
終
し
か
ハ
、
日
も
は
や
暮
に
及
ひ
け
れ
ハ
、
今
宵
ハ
此
寺
ニ
止
宿
致

し
ぬ
、
明
れ
ハ
十
一
月
廿
日
雪
積
り
た
る
雪
を
踏
分
け
て
未
明
に
当
麻
を
出
立
し
、

同
国
の
国
分
村
の
清
水
寺
に
て
斎
を
致
し
ぬ
此
所
に
斎
前
名
号
石
の
開
眼
あ
り
送

迎
の
道
俗
群
集
し
け
れ
ハ
、
斎
後
本
堂
に
お
ゐ
て
念
仏
暫
く
相
勤
り
ぬ
、
日
課
作

法
等
有
り
、
程
な
く
此
所
を
出
立
し
あ
つ
き
の
渡
り
を
越
へ
て
妻
田
の
村
の
西
福

寺
へ
着
侍
り
ぬ
、
此
寺
に
て
明
日
一
日
化
益
之
義
相
願
ぬ
、
着
後
本
堂
の
脇
に
て

名
号
石
の
開
眼
有
り
、
諸
人
群
集
誠
ニ
夥
し
き
事
也

と
あ
り
、
無
量
光
寺
で
の
教
化
は
、﹃
徳
本
行
者
全
集
﹄
第
二
巻
﹁
関
東
摂
化
講

中
名
號
記
　
巻
二
十
二
﹂
に
﹁
同
月
十
九
日
相
州
当
麻
山
無
量
光
寺
に
お
ゐ
て
﹂

と
あ
り

　
一
、
大
幅
名
号
　
講
中
百
五
人
　
　
　
　
相
州
高
座
郡
当
麻
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
話
人
　
　
安
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伴
右
衛
門

　
一
、
大
幅
名
号
　
講
中
百
六
十
七
人
　
　
同
上
溝
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
話
人
　
　
源
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
左
衛
門

　
一
、
大
幅
名
号
　
講
中
百
十
一
人
　
　
　
同
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
話
人
　
　
甚
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
右
衛
門
　

　
こ
の
記
録
か
ら
も
、
当
地
に
お
い
て
徳
本
行
者
が
無
量
光
寺
を
拠
点
と
し
て

い
た
こ
と
が
判
明
す
る
だ
け
で
な
く
、
当
麻
村
・
上
溝
村
の
講
中
が
い
ず
れ
も
百

人
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
大
幅
名
号
を
得
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ち
な

み
に
大
幅
名
号
は
百
人
以
上
の
講
中
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
文
化
十
四

年
の
教
化
活
動
に
お
い
て
、
相
模
国
徳
本
念
仏
講
中
に
頒
布
さ
れ
た
名
号
の
大
き

さ
と
講
中
の
人
数
記
し
た
の
が
︻
表
１
︼
で
あ
る
。
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表１　相模国における徳本念仏講
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八
王
子
滝
山
大
善
寺
、
相
州
当
麻
山
無
量
光
寺
︵
現
　
相
模
原
市
︶
、
相
州
妻
田

西
福
寺
︵
現
　
厚
木
市
︶
、
相
州
中
原
大
松
寺
、
を
中
心
に
し
た
相
模
の
国
で
の

教
化
活
動
の
拠
点
に
お
い
て
、
滝
山
大
善
寺
で
は
愛
甲
郡
熊
坂
村
　
講
員

五
百
四
十
一
名
を
筆
頭
に
高
座
郡
上
溝
村
百
六
十
七
名
、
同
郡
深
見
村
百
五
十
一

名
を
は
じ
め
と
し
て
各
地
で
百
名
を
越
え
る
十
六
の
講
中
が
、
当
麻
山
無
量
光
寺

で
は
上
溝
村
を
は
じ
め
と
し
て
二
つ
の
講
中
が
、
西
福
寺
で
は
深
見
村
を
は
じ
め

と
し
て
六
つ
の
講
中
が
、
中
原
大
松
寺
で
は
高
座
郡
田
村
滝
を
は
じ
め
と
し
て
四

つ
の
講
中
が
百
名
を
越
す
な
ど
、
相
模
の
国
に
お
い
て
徳
本
念
仏
講
が
隆
盛
を
き

わ
め
て
い
た
こ
と
が
こ
の
︻
表
１
︼
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
無
量
光
寺
の
次
の
逗
留
の
地
で
あ
る
厚
木
の
妻
田
西
福
寺
に
上
溝
の
講

中
が
追
い
か
け
て
行
く
形
で
名
号
を
拝
受
し
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
、
大
幅
名
号
　
講
中
百
弐
十
人
　
　
　
同
国
同
郡
上
溝
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
話
人
　
　
甚
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
右
衛
門
　

　　
相
模
の
国
で
徳
本
念
仏
講
が
際
立
っ
た
展
開
を
見
せ
て
い
る
旧
中
郡
地
帯
、
な

か
で
も
徳
川
家
康
の
鷹
狩
り
の
休
息
地
と
な
っ
た
中
原
御
殿
脇
の
中
原
大
松
寺
は
、

徳
本
教
化
活
動
の
一
大
拠
点
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
大
松
寺
に
も
下

九
沢
村
か
ら
名
号
を
拝
受
し
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
、
大
幅
名
号
　
講
中
百
十
三
人
　
　
　
同
高
座
郡
下
九
沢
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
話
人
　
　
重
　
蔵
　

　
こ
の
文
化
十
四
年
の
教
化
活
動
に
お
い
て
念
仏
講
が
活
性
化
さ
れ
た
と
み
え

て
、
同
地
域
の
淵
野
辺
村
で
は
わ
ざ

わ
ざ
江
戸
の
一
行
院
に
出
向
い
て
徳

本
よ
り
六
字
名
号
を
拝
受
し
て
い
る
。

一
、
中
幅
名
号
　
講
中
六
十
六

　
　
人

　
　
　
相
州
高
座
郡
渕
の
辺
村

　
　
　
　
　
世
話
人
　
　
万
右
衛
門

　　
次
に
相
模
原
市
域
の
徳
本
六
字
名

号
塔
を
表
に
表
わ
し
た
の
が
︻
表

２
︼
で
あ
る
。︻
表
２
︼
を
も
と
に

所
在
地
と
前
述
し
た
︻
表
１
︼
よ
り

相
模
原
市
域
の
念
仏
講
を
地
図
に
落

と
し
た
の
が
︽
図
１
︾
で
あ
る
︵
参

考
と
し
て
町
田
市
域
の
徳
本
念
仏
講

と
六
字
名
号
塔
も
地
図
に
落
と
し
て

あ
る
︶

そ
こ
で
筆
者
は
相
模
原
市
全
域
の
徳

本
六
字
名
号
塔
の
所
在
地
、
及
び
地

域
の
講
集
団
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

調
査
を
行
な
っ
た
。

　
は
じ
め
に
所
在
地
に
注
目
す
る
と
、

相
模
原
市
内
の
う
ち
３
の
東
淵
野
辺
、

龍
像
寺
以
外
は
相
原
・
橋
本
・
下
九

表２　相模原市域の徳本六字名号塔
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沢
・
大
島
・
田
名
・
下
溝
・
当
麻
の
旧
大
山
街
道
沿
い
の
村
々
に
造
立
さ
れ
て
お

り
、
特
に
田
名
に
多
く
田
名
・
当
麻
に
集
中
し
て
い
る
。

　
次
に
六
字
名
号
の
造
立
傾
向
を
み
る
と
、
12
の
当
麻
無
量
光
寺
の
文
化
十
四
年

に
造
立
さ
れ
た
も
の
を
初
見
と
し
て
、
田
名
の
昭
和
四
十
七
年
に
再
建
さ
れ
た
も

の
ま
で
十
三
基
が
確
認
さ
れ
る
。
な
か
で
も
文
政
元
年
か
ら
文
政
五
年
に
か
け
て

集
中
し
て
造
立
さ
れ
て
お
り
、
１
の
相
原
と
３
の
東
淵
野
辺
の
も
の
は
徳
本
の
入

寂
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
４
の
大
島
と
５
の
大
島
は
徳
本
の
三
回
忌
に
造
立

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
当
市
域
の
も
の
は
12
の
無
量
光
寺
以
外
は
い
ず
れ
も
徳

本
の
死
後
に
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
信
仰
集
団
と
し
て
の
徳
本
講
中
の

あ
り
か
た
が
、
造
立
傾
向
を
み
せ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
造
立
者
の

傾
向
に
も
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

　
市
域
の
中
で
徳
本
の
念
仏
講
中
ら
の
手
に
よ
る
も
の
は
１
・
２
・
３
・
５
・
７
・
８
・

12
の
七
基
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
市
域
の
徳
本
六
字
名
号
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ

る
の
が
六
字
名
号
塔
と
し
て
造
立
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
他
の
信
仰
集
団
と
と
も
に

造
立
さ
れ
た
も
の
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
地
域
の
徳
本
六
字
名

号
塔
の
所
在
地
の
分
布
状
況
で
も
一
部
紹
介
し
た
よ
う
に
、
市
内
を
縦
貫
す
る
脇

往
還
的
な
大
山
街
道
に
関
わ
る
道
標
を
兼
ね
た
、
い
わ
ゆ
る
併
用
道
標
５
及
び
地

域
の
女
人
講
中
と
と
も
に
造
立
し
た
10
な
ど
も
あ
る
。
特
に
10
の
田
名
南
光
寺
に

か
か
わ
る
徳
本
六
字
名
号
塔
は
、
当
地
域
の
観
音
講
を
中
心
と
し
た
女
人
講
と
、

他
の
講
集
団
と
の
か
か
わ
り
が
密
接
で
あ
っ
た
こ
と
が
同
境
内
に
造
立
さ
れ
て
い

る
石
造
物
の
銘
文
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
数
例
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

①
二
十
三
夜
供
養
塔

　
二
十
三
夜
供
　
　
文
政
九
戌
天
　
相
月
吉
旦

　相模原市域

　　○　六字名号塔

　　△　念仏講

　町田市域

　　○　六字名号塔

　　△　念仏講
※ちなみに名号の大きさによって記号

の大きさをかえている。

図
１
　
相
模
原
・
町
田
市
域
の
徳
本
六
字
名
号
塔
並
び
徳
本
念
仏
講
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陽
原
善
女
人

②
念
仏
供
養
塔

　
︵
正
面
右
側
面
︶

　
　
　
正
徳
二
仁
辰
稔
十
月
念
四
月

　
︵
正
面
左
側
面
︶

　
　
　
　
　
相
州
高
座
郡
澁
谷
荘
田
名
郷
陽
原
村

　
　
念
佛
講
結
衆
之
善
女
人
等
現
受
無

　
　
此
樂
後
生
清
浄
土
□
矣
云
爾

③
二
十
三
夜
供
養
塔

　　
︵
正
面
︶

　
　
　
二
十
三
夜
供

　
︵
正
面
右
側
面
︶

　
　
　
安
永
九
庚
子
歳

　
　
︵
台
座
正
面
︶
　

　
　
男
女
講
中

④
念
仏
供
養
塔

　
︵
正
面
右
側
面
︶

　
　
　
念
佛
供
養
塔

　
︵
正
面
左
側
面
︶
　

　
　
　
天
明
五
乙
巳
歳

　
　
　
十
一
月
吉
祥
日

⑤
百
万
遍
供
養
塔

　
　
　
　
百
万
遍
供
養
塔

　
　
安
政
四
丁
巳
年
四
月
四
日

　
　
　
施
主
金
井
良
兵
衛

⑥
二
十
三
夜
供
養
塔

　
　
　
二
十
三
夜
供
養
塔
　
安
政
□
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
観
音
講
中

⑦
百
万
遍
供
養
塔
︵
併
用
道
標
︶

　
︵
正
面
︶

　
　
百
万
遍
供

　
︵
正
面
右
側
面
︶

　
　
　
　
右
　
大
山
道

　
　
　
　
　
六
月
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
相
州
高
座
郡

　
︵
正
面
左
側
面
︶

　
　
　
左
　
た
い
ま
道

　
︵
台
座
︶

　
　
　
陽
原
　
望
地
念
佛
講
中
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さ
ら
に
十
三
基
の
徳
本
六
字
名
号
塔
に
か
か
わ
る
地
域
に
お
い
て
念
仏
講
が
継

続
さ
れ
て
い
る
か
追
跡
調
査
を
試
み
た
が
、
つ
い
数
年
前
ま
で
は
存
続
し
て
い
た

が
ほ
ぼ
消
滅
状
況
で
あ
っ
た
。

四
　
武
相
の
徳
本
六
字
名
号
塔
を
め
ぐ
っ
て

　
武
蔵
・
相
模
の
両
相
原
村
の
念
仏
講
と
徳
本
六
字
名
号
塔
な
ら
び
に
相
模
原
市

域
に
お
け
る
徳
本
六
字
名
号
塔
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
が
、
次
に
武
相
に
お
け

る
徳
本
の
教
化
活
動
と
そ
れ
に
と
も
な
う
六
字
名
号
塔
の
造
立
経
緯
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

　
武
相
に
お
け
る
徳
本
六
字
名
号
塔
の
造
立
傾
向
は
、
前
掲
し
た
西
海
の
﹃
漂
泊

の
聖
た
ち
﹄
に
よ
れ
ば
、
文
化
十
二
年
︵
一
八
一
五
︶
を
初
見
と
し
て
文
政
元
年

か
ら
三
年
の
間
に
集
中
し
て
多
く
造
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︻
表
３
︼
、

造
立
傾
向
の
要
因
を
考
え
て
み
る
と
、
文
政
元
年
︵
一
八
一
八
︶
に
多
い
の
は
い

う
ま
で
も
な
く
徳
本
行
者
の
入
寂
に
か
か
わ
っ
て
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
文

政
二
年
は
一
周
忌
、
文
政
三
年
は
三
周
忌
に
あ
た
っ
て
造
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
他
に
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
天
保
二
年
︵
一
八
三
一
︶
の
十
三
回
忌
に

関
連
し
て
造
立
さ
れ
た
も
の
、
大
正
期
の
も
の
は
い
ず
れ
も
徳
本
歿
後
百
回
忌
法

要
及
び
旧
中
郡
を
中
心
に
展
開
し
た
大
会
︵
オ
オ
ガ
イ
︶
念
仏
の
連
合
体
と
し
て

の
弛
緩
を
強
制
す
る
た
め
に
造
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　
次
に
地
域
的
な
分
布
状
況
を
み
る
と
相
模
原
市
・
横
浜
市
・
平
塚
市
が
群
を
抜

い
て
多
い
こ
と
は
す
で
に
紹
介
し
た
が
、
造
立
さ
れ
た
村
々
あ
る
い
は
寺
縁
な
ど

に
注
目
す
る
と
大
き
く
次
の
二
点
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

①
浄
土
宗
の
本
末
関
係
に
あ
る
寺
々
の
関
係

表３　武相の徳本六字名号塔（現　神奈川県と明治 22 年以前の神奈川県を含む）
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②
す
べ
て
で
は
な
い
が
そ
の
多
く
が
旗
本
領
を
中
心
と
し
た
支
配
体
系
下
の
村
々

に
造
立
さ
れ
て
い
る
。

　
た
だ
し
特
定
の
地
域
に
造
立
が
少
な
い
か
ら
と
い
っ
て
徳
本
念
仏
講
が
地
域
に

進
展
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
特
に
文
化
十
二
・
十
三
・
十
四
・
文

政
元
・
二
・
三
・
四
・
五
ま
で
に
造
立
さ
れ
た
も
の
の
多
く
に
は
、
村
連
合
体
と
し

て
供
養
塔
を
造
立
し
て
い
る
傾
向
が
大
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
い
う
村
連
合
と
は
す
で
に
川
村
優
氏
の
上
総
・
下
総
を
中
心
と
し
て
、

久
留
島
浩
氏
の
甲
斐
国
を
中
心
と
し
て
の
研
究
に
よ
っ
て
そ
の
詳
細
が
明
ら
か
に

な
り
つ
つ
あ
る
が
、
文
化
初
年
に
関
八
州
の
取
締
り
強
化
の
た
め
に
幕
府
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
関
東
御
取
締
出
役
の
傘
下
の
も
と
作
ら
れ
た
改
革
組
合
の
組
合
単
位

の
村
々
が
ほ
ぼ
こ
れ
ら
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
特
に
特
徴
的
な
の
が
、
武
相
に
お
い
て
は
徳
本
行
者
が
没
し
た
文
政
元
年
︵
一

八
一
八
︶
十
月
六
日
以
降
に
造
立
が
ピ
ー
ク
を
み
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
な
か
で
も

前
述
し
た
村
々
の
連
合
体
と
し
て
造
立
し
た
一
例
が
、﹃
大
和
市
文
化
財
調
査
報

告
書
第
七
十
六
集
　
石
造
物
　
石
に
刻
ま
れ
た
庶
民
の
ね
が
い
﹄
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
大
和
市
深
見
　
仏
導
寺
境
内
の
六
字
名
号
塔
で
あ
る
。
小
川
直
之
氏
の
解
説

に
も
六
字
名
号
の
銘
文
が
、﹁
文
政
元
年
寅
ノ
九
月
吉
日
　
相
州
高
座
郡
深
見
村

名
主
　
小
林
源
内
　
山
崎
半
之
丞
　
中
丸
龍
助
﹂
と
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。

　
文
政
元
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
は
、
こ
の
他
に
前
掲
書
﹃
漂
泊
の
聖
た
ち
﹄
の

中
に
、
藤
沢
市
遠
藤
、
相
模
原
市
淵
野
辺
　
龍
像
寺
、
横
浜
市
泉
区
吉
田
　
宝
蔵
院
、

鎌
倉
市
　
英
勝
寺
、
大
磯
町
　
大
運
寺
、
中
井
町
田
中
、
中
井
町
半
分
形
、
厚
木

市
金
田
　
建
徳
寺
に
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
建
立
月
日
が
最

も
早
期
な
も
の
は
、
横
浜
市
泉
区
吉
田
の
文
政
元
年
七
月
十
五
日
の
も
の
で
あ
り
、

同
年
九
月
の
も
の
は
藤
沢
市
遠
藤
、
鎌
倉
市
英
勝
寺
に
あ
る
。

　
さ
て
前
掲
し
た
仏
導
寺
境
内
の
徳
本
六
字
名
号
塔
に
は
深
見
村
の
三
人
の
名
主

の
名
前
を
は
じ
め
仏
導
寺
の
末
寺
で
あ
る
観
音
寺
、
清
雲
院
、
浄
照
院
、
安
楽
寺
、

露
心
寺
の
五
ケ
寺
の
名
前
が
あ
る
。
さ
ら
に
深
見
村
、
瀬
谷
村
、
鶴
間
村
、
上
河

井
村
な
ど
の
村
名
が
刻
ま
れ
、
さ
ら
に
念
仏
講
中
や
二
百
人
を
超
え
る
人
名
も
刻

ま
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
十
か
村
以
上
の
村
々
の
連
合
体
で
造
立
さ
れ
た
相
模
国

内
の
六
字
名
号
塔
を
紹
介
す
れ
ば
、

①
藤
沢
市
円
行
　
　
　
清
雲
寺
跡
　
　
　
安
政
六
年
　
　
　
十
七
か
村

②
藤
沢
市
遠
藤
　
　
　
宝
泉
寺
　
　
　
　
文
政
元
年
　
　
　
十
六
か
村

③
寒
川
町
一
宮
　
　
　
南
泉
寺
　
　
　
　
文
政
四
年
　
　
　
十
か
村

④
綾
瀬
市
上
土
柵
　
　
蓮
光
寺
　
　
　
　
文
化
十
四
年
　
　
三
十
か
村

⑤
鎌
倉
市
岩
瀬
　
　
　
大
長
寺
　
　
　
　
文
政
元
年
　
　
　
十
四
か
村

⑥
平
塚
市
中
原
　
　
　
大
松
寺
　
　
　
　
文
化
十
三
年
　
　
九
十
か
村

⑦
平
塚
市
徳
延
　
　
　
バ
ス
停
前
　
　
　
天
保
三
年
　
　
　
二
十
九
か
村

⑧
南
足
柄
市
関
本
　
　
竜
福
寺
　
　
　
　
天
保
五
年
　
　
　
三
十
か
村

　
　

の
通
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
銘
文
あ
る
い
は
造
立
傾
向
か
ら
は
徳
本
念
仏
講
に
寄

せ
る
信
仰
が
い
か
に
浸
透
し
て
い
た
か
が
う
か
が
え
る
。

　
先
に
も
紹
介
し
た
が
、
文
化
十
四
年
の
八
王
子
・
相
模
教
化
に
お
い
て
徳
本
行

者
の
教
化
の
地
と
も
な
っ
た
八
王
子
の
滝
山
大
善
寺
で
は
、

一
、
同
月
十
五
日
よ
り
十
八
日
迄
、
武
州
八
王
寺
宿
於
大
善
寺
に
化
益
有
之
け
る
、

　
　
　
十
五
日

一
、
念
仏
会
勧
誡
三
座
有
之
、
当
山
ハ
檀
林
也
、
境
内
も
広
し
、
本
堂
も
広
け
れ
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と
も
参
詣
の
諸
人
充
満
し
け
る
事
、
前
に
一
倍
し
て
大
群
集
な
り
、

　
　
　
十
六
日

一
、
念
仏
会
勧
誡
三
座
、
遠
近
老
若
男
女
群
集
し
て
昨
日
よ
り
も
多
く
参
詣
有
る

之
け
り
、

　
　
　
十
七
日

一
、
右
同
断
、
諸
人
参
詣
十
六
日
よ
り
ハ
少
し
劣
り
け
る
、
夕
座
　
而
回
向
あ
り
、

抑
行
者
於
何
地
に
も
勧
誡
の
度
毎
に
、
六
字
分
明
之
義
を
教
示
を
ら
る
る

事
至
て
深
切
也
、
先
念
仏
開
闢
の
始
に
三
四
称
ハ
一
字
ツ
ヽ
切
て
唱
へ
、

猶
又
勧
誡
の
時
ハ
て
ん
一
字
も
切
り
て
十
念
唱
へ
、
次
ニ
二
字
ツ
ヽ
十
念

唱
へ
、
終
に
ハ
鉦
を
打
唱
る
事
、
至
而
叮
嚀
ニ
被
致
教
示
　
其
言
は
別
記

有
り
、
然
に
行
者
不
参
以
前
ハ
於
何
地
只
ゝ
訛
略
之
念
仏
の
ミ
な
り
、
然

ハ
一
度
参
ら
れ
て
の
後
ハ
貴
賎
都
鄙
を
論
せ
す
老
若
男
女
を
い
と
わ
す
、

悉
く
皆
六
字
分
明
ニ
帰
す
、
当
山
な
と
も
初
て
ハ
多
分
訛
略
有
り
し
に
二

日
目
よ
り
ハ
、
ミ
な
分
明
に
な
り
ぬ
、
当
寺
に
限
ら
す
大
名
旗
本
等
何
も

化
益
に
お
ゐ
て
ハ
皆
以
て
如
斯
、
誠
に
有
か
た
き
例
し
な
り
、

　
　
　
十
八
日

一
、
早
朝
門
に
て
名
号
石
開
眼
、
諸
人
群
集
す
る
事
夥
し
く
、
夫
よ
り
直
様
当
所

世
話
人
阿
波
屋
与
一
方
ニ
て
斎
の
供
養
に
招
請
に
被
参
、
其
所
に
於
て
名

号
石
開
眼
等
有
て
、
程
な
く
大
善
寺
へ
帰
寺
、
諸
人
の
参
詣
夥
し
け
れ
ハ

十
念
両
度
、
日
課
百
辺
ツ
ヽ
授
与
さ
れ
け
る
、
但
し
八
ツ
時
よ
り
於
本
堂

剃
髪
之
作
法
、
八
王
子
其
外
近
在
の
老
若
男
女
八
百
五
十
五
人
也
、
抑
当

山
の
御
丈
室
ハ
便
蓮
社
速
誉
裕
海
和
尚
と
て
殊
の
外
御
信
心
も
厚
く
、
深

く
行
者
ニ
御
帰
依
有
り
、
滞
留
中
ニ
而
も
万
事
御
叮
嚀
之
至
、
申
尽
し
難

き
事
に
な
ん
侍
り
ぬ
、　
　

︵﹃
徳
本
行
者
全
集
﹄
一
巻
　
一
九
三
頁
～
一
九
四
頁
︶
　

と
三
日
間
の
留
錫
に
お
い
て
い
か
に
多
く
の
人
々
が
徳
本
行
者
の
も
と
に
参
集
し

て
い
た
か
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
日
間
の
留
錫
に
お
い
て
八
王
子

宿
周
辺
の
村
々
に
は

大
幅
名
号
　
　
三
十
二
幅
　
　
　
講
員
数
　
　
四
〇
五
四
人

中
幅
名
号
　
　
二
十
七
幅
　
　
　
講
員
数
　
　
二
〇
七
一
人

小
幅
名
号
　
　
二
十
三
幅
　
　
　
講
員
数
　
　
七
二
七
人
　

︵﹃
徳
本
行
者
全
集
﹄
二
巻
よ
り
作
成
︶
　

合
計
八
十
二
幅
、
講
員
数
六
八
五
二
人
に
頒
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
を
し
て
も
わ
ず
か
三
日
間
に
こ
れ
だ
け
多
く
の
人
々
が
徳
本
の
も
と
に
参
集

し
て
い
た
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
大
善
寺
に
お
け
る
留
錫
に
関
わ

り
徳
本
六
字
名
号
塔
が
造
立
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
調
査
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
と

な
っ
た
。
以
下
に
現
在
確
認
さ
れ
る
八
王
子
市
内
・
町
田
市
内
の
徳
本
六
字
名
号

塔
を
紹
介
す
る
。

①
八
王
子
市
東
浅
川
町
　
原
宿
会
館
内

　
︵
正
面
︶

　
　
　
南
無
阿
弥
陀
佛
　
徳
本
　
︵
花
押
︶

　
︵
裏
︶

　
　
　
文
政
四
巳
十
月
日

　
　
　
惣
講
中

※
脇
に
木
食
観
正
碑
あ
り
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②�

八
王
子
市
並
木
町
　
曹
洞
宗
　
祥
雲
山
　
長
安
寺

　
︵
正
面
︶

　
　
　
南
無
阿
弥
陀
佛
　
徳
本
　
︵
花
押
︶

　
　
︵
裏
︶

　
　
文
化
十
四
年
丑
十
一
月

　
　
　
新
地

　
　
　
関
戸
　
講
中

※
年
号
の
四
は
私
年
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

③
八
王
子
市
千
人
町
　
曹
洞
宗
　
興
岳
寺

徳
本
六
字
名
号
塔
が
あ
っ
た
が
、
現
在
宗
派
が
違
う
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
十
五

年
ほ
ど
前
に
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
に
移
動
し
た
。

④
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
前

　
︵
正
面
︶

　
　
　
　
南
無
阿
弥
陀
佛
　
徳
本
　
︵
花
押
︶

︵
右
側
面
︶

　
　
　
文
政
十
丁
亥
十
月
吉
日

※
②
の
長
安
寺
の
も
の
と
書
体
が
似
て
い
る
。

⑤
町
田
市
矢
部
町
　
箭
柄
八
幡
宮
付
近
三
叉
路

　
︵
正
面
︶

　
　
　
南
無
阿
弥
陀
佛
　
徳
本
　
︵
花
押
︶

　
　
︵
右
側
面
︶

　
　
名
蓮
社
號
譽
上
人
稱
阿
弥
陀
佛

　
︵
左
側
面
︶

　
　
　
天
保
八
丁
酉
十
一
月
六
日

　
︵
台
座
正
面
︶

　
　
　
當
所
念
仏
講
中
　

　
︵
台
座
右
側
面
︶

　
　
　
金
百
五
十
疋

　
　
　
伏
見

⑥
町
田
市
図
師
町
　
曹
洞
宗
　
真
峰
山
　
円
福
寺

　
︵
正
面
︶

　
　
　
南
無
阿
弥
陀
佛
　
徳
本
　
︵
花
押
︶

　
︵
右
側
面
︶

　
　
　
王
艶
寿
童
大
姉
　
當
村
　
川
合
福
美
　
他
七
名

　
︵
左
側
面
︶

　
　
　
文
政
五
壬
午
歳
二
月
吉
辰

⑦
町
田
市
常
磐
町
　
日
枝
神
社
︵
持
宝
院
︶
前
・
常
盤
不
動
尊

　
︵
正
面
︶

　
　
　
南
無
阿
弥
陀
佛
　
徳
本
　
︵
花
押
︶
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︵
右
側
面
︶

　
　
　
願
主
　
當
所
念
佛
講
中
二
拾
人

　
︵
左
側
面
︶

　
　
　
于
時
文
政
六
癸
未
歳

　
　
　
中
□
佛
祥
日
建
立
之

※
日
枝
神
社
は
明
治
三
十
九
年
︵
一
九
〇
六
︶
か
ら
平
成
十
一
年
︵
一
九
九
九
︶

ま
で
上
小
山
田
町
の
神
明
社
に
合
祀
さ
れ
て
お
り
、
平
成
十
一
年
に
建
替
え

ら
れ
た
。
こ
の
経
緯
の
詳
細
に
つ
い
て
は
西
海
が
﹁
ヒ
キ
ミ
ヤ
考―

悲
願

九
十
三
年―

﹂︵
コ
ロ
ス
八
十
一
号
　
二
〇
〇
〇
︶
に
詳
細
な
報
告
を
し
て
い
る
。

　
⑧
町
田
市
上
小
山
田
町
　
神
明
社
前

　
　
︵
正
面
︶

　
　
南
無
阿
弥
陀
佛
　
徳
本
　
︵
花
押
︶

　
︵
台
座
正
面
︶

　
　
　
念
佛
講
中

　
︵
台
座
右
側
面
︶

　
　
　
武
州
多
摩
郡

　
　
　
　
　
上
小
山
田
町

　
　
　
　
　
平

　
　
　
文
政
七
甲
申
年
九
月
吉
祥
日

　
︵
台
座
左
側
面
︶

　
　
　
世
話
人
　
牧
野
浅
右
衛
門

　
こ
の
よ
う
に
教
化
活
動
に
伴
う
徳
本
六
字
名
号
の
拝
受
と
そ
の
後
の
講
集
団
の

育
成
過
程
に
お
い
て
こ
う
し
た
六
字
名
号
塔
の
造
立
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を

石
造
物
に
刻
ま
れ
た
銘
文
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
　

　
ち
な
み
に
前
掲
し
た
町
田
市
・
相
模
原
市
の
相
原
村
に
造
立
さ
れ
て
い
る
①
、

②
の
銘
文
に
あ
る
當
村
中
・
當
村
講
中
と
あ
る
の
は
念
仏
講
中
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
両
地
区
に
は
現
在
も
念
仏
講
を
媒
介
と
し
た
﹁
ニ
ワ
﹂
と

呼
ば
れ
る
地
縁
集
団
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
集
団
は
信
仰
集
団
と
し
て
の
機
能

だ
け
で
は
な
く
冠
婚
葬
祭
を
中
心
と
し
た
集
団
で
も
あ
り
、
ま
さ
に
徳
本
念
仏
講

の
残
影
が
今
日
も
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

付
記
　
本
稿
は
渡
辺
み
ゆ
き
の
責
任
の
も
と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

参考　町田市内の徳本念仏講

　　　（文化 14 年 11 月 14 日～）

　
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科

＊
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
　
平
成
十
年
度
卒
業




